
DIC578K

まつしん

二本松信用金庫

レポート景況レポート景況
M

atsushin B
usiness R

eport

●●●●●●

●●

●●

業種別の業況

経済指標

特別調査
「アフターコロナと中小企業」

10

1 65432

7 8

9

151

Matsushin
Business
Report

No.

本店営業部 ☎0243（23）1215
本 宮 支 店 ☎0243（33）2159
東 和 支 店 ☎0243（46）2104
金 色 支 店 ☎0243（23）0880

根 崎 支 店 ☎0243（23）0022
岩 代 支 店 ☎0243（55）2233
安 達 支 店 ☎0243（23）3456

まつしん景況レポート No.151

●発行／二本松信用金庫
　　　  〒964－0807　福島県二本松市金色久保227番地 9
●発行年月／2023年 7 月（昭和60年 1 月　第 1 号）
●編集／経営企画部　☎（0243）23－3696
●http://www.matsushin.jp

お問い合わせはお近くのまつしんへ



− 1 −

 1 ．調 査 時 期　2023年 6 月
 2 ．調 査 対 象 期 間　2023年 4 ～ 6 月期（実績）
　　　　　　　　　　2023年 7 ～ 9 月期（予想）
 3 ．調 査 方 法　当金庫職員による聴き取りおよび留め置き調査
 4 ．調 査 対 象　当金庫取引先事業所
 5 ．調査対象企業数・有効回答数等の内容

 6 ．分析の方法
　この調査は、各質問項目に企業の総回答数に対する「良い（増加等）」および「やや良い（やや増加等）」と回答し
た企業の割合と、「やや悪い（やや減少等）」および「悪い（減少等）」と回答した企業の割合との差ＤＩを中心に分析
を行っています。
※  ＤＩ（業況判断）=「良い・やや良い」−「悪い・やや悪い」企業数構成比（％）

　　　　　　傾向値＝（４期前～前期までの合計＋３期前～今期までの合計）÷８
　　　　　　傾向値は４期間２段階の移動平均法で算出した数値です。

区　　　　分

製 造 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

建 設 業

合 計（総 合）

調査対象企業数 有 効 回 答 数 有効回答率（％）

59

57

46

50

212

60

58

47

50

215

98.3%

98.3%

97.9%

100.0%

98.6%

　2023年4～6月期（今期）の業況判断ＤＩは▲33.5となり、前期比5.5ポ
イント悪化しました。
　主要指標ＤＩは、売上額が▲13.7（前期比16.7ポイント改善）、収益が
▲24.1（同17.0ポイント改善）、資金繰りは▲17.5（同2.6ポイント改善）
となり、いずれの数値もマイナス圏内ながら改善傾向にあります。設備
投資実施企業割合は25.9％となり、前期比2.6ポイント減少しました。
　業種別の業況判断ＤＩは、製造業が▲40.7（前期比15.3ポイント悪
化）、小売業が▲38.6（同8.8ポイント良化）、サービス業が▲19.6（同2.9
ポイント悪化）、建設業が▲32.0（同12.0ポイント悪化）となり、今期は4
業種中小売業を除く3業種の業況が悪化しました。
　来期の予想業況判断ＤＩは、2.3ポイント悪化の▲35.8となり業況の悪
化が予想されます。
　また、業種別の予想業況判断ＤＩにおいても、製造業が28.8（同11.9ポ
イント良化）、小売業が▲59.6（同21ポイント悪化）、サービス業が▲23.9
（同4.3ポイント悪化）、建設業が▲28.0（同4.0ポイント悪化）となって
おり全4業種中製造業以外の3業種の業況が悪化する予測となりました。

区　　分

総　　　合

製　造　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

概　要（総合）

（このお天気マークは、景気指標を総合判断したものです。）

好調← →低調

指数 31以上 30.9～21 20.9～10 9.9～－9.9 －10～－20.9 －21～－30.9 －31以下

2023年
1月～3月

2023年
4月～6月

2023年
7月～9月予想

調 査 要 綱

概　　　況（総合）
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売 上 額

収 益

資金繰り

業況判断
傾 向 値

▲ 17.5

▲ 21.7

▲ 17.9

2023/7～9月予想
カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕

●主要指標 DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

（▲ 18.7）
▲ 13.7

（▲ 27.6）
▲ 24.1

（▲ 20.1）
▲ 17.5

▲ 33.5

2022/4～6月 2022/7～9月

▲  30.4

▲  41.1

▲  20.1

▲  32.6

▲  4.2

▲ 16.4

▲ 21.6

▲ 34.5

▲ 14.6

▲ 25.5

▲ 14.6

▲ 34.8

▲ 15.8

▲ 26.5

▲ 15.8

▲ 34.9

2022/10～12月 2023/4～6月2023/1～3月

（単位：％、複数回答）●経営上の問題点

・企業数割合（上位 5 項目）

順
位

1

2

3

4

5

（単位：％、複数回答）●当面の重点経営施策

・企業数割合（上位 5 項目）

順
位

1

2

3

4

5

2023年
4月～6月

売上の停滞・減少 

 51.9

人手不足 

 29.4

材料価格上昇 

 28.0

利幅の縮小 

 26.6

仕入先からの値上げ要請

 15.9

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月

2023年
1月～3月

売上の停滞・減少 

 50.5

利幅の縮小 

 28.3

人手不足 

 27.8

材料価格上昇 

 25.5

仕入先からの値上げ要請

 16.5

経費の節減 

 59.3

人材の確保 

 30.4

販路の拡大 

 23.8

技術力の強化 

 19.2

情報力の強化 

 10.7

経費の節減 

 54.7

人材の確保 

 28.3

販路の拡大 

 26.9

技術力の強化 

 17.0

情報力の強化 

 14.2

業況判断傾向値
資金繰り
収益
売上額

●指標の推移状況（DI値）
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●業況判断

2022/4～6月 2023/7～9月予想

増加

2023/4～6月2021/10～12月 2022/10～12月2022/7～9月2021/7～9月 2022/1～3月 2023/1～3月
減少

DI値
（▲23.3）

（▲39.6）

20.9
16.3

（▲33.5）

11.811.3

▲51.6 ▲51.4

15.3 18.3 18.7 17.5

▲45.1 ▲43.2 ▲46.7 ▲50.9

14.2

▲50.0

（▲35.3）

（▲44.3）

（▲29.8）
（▲35.8）

（▲28.0）
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▲44.2

▲55.7

（▲24.9）

業況判断

2023/7～9月予想

●業況判断 DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）
カッコ内は前回調査時予想

▲ 35.8
▲ 29.8 ▲ 24.9▲ 35.3 ▲ 28.0▲ 44.3▲ 23.3 ▲ 39.6

（▲36.4）
▲ 33.5

2021/10～12月 2022/4～6月 2022/7～9月 2022/10～12月 2023/1～3月2021/7～9月 2022/1～3月 2023/4～6月



− 3 −

製 造 業

●業況判断

●指標の推移状況（ＤＩ値）

予想

2023/7～9月予想2023/4～6月2022/10～12月 2023/1～3月2022/7～9月2022/4～6月
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DI値

▲50.8
▲55.9

（▲25.4）

（▲40.7）

25.4

15.3

▲45.8

（▲28.8）

16.9

▲47.5
▲39.0

▲44.1

（▲33.9）

（▲20.3）
（▲25.4）

13.6
18.6 18.6

　今期の業況判断ＤＩは▲40.7となり、前回より15.3ポイント減少 と大幅悪化しております。
　主要指標ＤＩは、売上額は▲15.3（前期比13.5ポイント良化）、収益▲22.0（同18.7ポイント良化）、資金繰りは▲10.2（同6.8
ポイント悪化）となっており業況判断は厳しい状況ながら足元の売上、収益は改善傾向にあります。また、今期設備投資をし
た企業は27.1％となり前期比8.5ポイント減少しました。
　来期の予想ＤＩは、売上額は0.0（15.3ポイント良化）の予想にあり、収益が▲10.2（11.8ポイント改善）、資金繰りが3.4ポイ
ント改善の▲6.8となり、主要指数では売上額は変わらず推移し、業況判断予想ＤＩは11.9ポイント改善の▲28.8となりました。
以上の通り、経営環境は改善傾向にあると予想されます。

業況判断
▲ 28.8

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

0.0

▲ 10.2

▲  6.8

●業況判断 DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）
カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕

●主要指標 DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

設備の水準
▲ 20.3

27.1%
設備投資した企業割合 設備投資予定のある企業割合

37.3%

カッコ内は前回調査時予想
●設備投資 DI（「過剰」－「不足」社数構成比、％）

（▲22.0）
▲ 15.3

（▲28.8）
▲ 22.0

（▲11.9）
▲ 10.2（▲ 11.9）

▲ 22.0

▲ 25.4

▲  3.4

（▲ 44.1）
▲ 20.3

▲ 25.4

▲ 25.4

▲ 23.7

▲ 33.9 ▲ 28.8

▲ 40.7

▲  3.4

▲ 11.9 ▲ 18.6

▲ 25.4 ▲ 40.7

▲ 22.0

▲ 23.7

▲ 25.4

▲  6.8

▲  1.7

▲ 27.1

▲ 18.6

2023/4～6月 2023/7～9月予想2022/10～12月 2023/4～6月 2023/7～9月予想2023/1～3月2022/4～6月 2023/1～3月2022/4～6月2022/7～9月

2023/4～6月 2023/7～9月予想2022/10～12月 2023/1～3月2022/4～6月 2022/7～9月

2022/7～9月 2022/10～12月
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（単位：％、複数回答）●経営上の問題点
順
位

1

2

3

1

2

3

（単位：％、複数回答）●当面の重点経営施策
順
位

売上げの停滞・減少 
 52.5
原材料価格高騰 
 45.8
利幅の縮小 
 33.9

売上げの停滞・減少 
 50.8
原材料価格高騰 
 49.2
利幅の縮小 
 27.1

経費の削減 
 52.5
販路の拡大 
 45.8
情報力強化 
 32.2

経費の削減 
 54.2
販路の拡大 
 45.8
人材の確保 
 30.5

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月
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　今期の業況判断ＤＩは▲38.6となり前期から8.8ポイント良化しました。
　主要指標ＤＩは、売上額が▲5.3（前期比42.1ポイント良化）、収益が▲22.8（同45.6ポイント改善）、資金繰りは▲
28.1（同8.7ポイント改善）となり、主要指数においてはマイナス幅は大きく改善された結果になっております。また、
今期設備投資をした企業は15.8％（前期比7ポイント増加）となり、設備投資実施企業は増加傾向にあります。
　来期の予想ＤＩは、売上額が21ポイント悪化の▲26.3、収益が8.8ポイント悪化の▲31.6、資金繰りが10.5ポイント悪化
の▲38.6となり、全ての主要指数が大きく悪化する厳しい予想にあります。また、業況判断予想ＤＩも21.0ポイント悪化
の▲59.6となりました。

（単位：％、複数回答）●経営上の問題点
順
位

1

2

3

1

2

3

（単位：％、複数回答）●当面の重点経営施策
順
位

売上の停滞・減少 
64.9

仕入先からの値上げ要請
 45.6
利幅の縮小 
 28.1

売上の停滞・減少 
64.9

仕入先からの値上げ要請
 36.8
利幅の縮小 
 28.1

経費節減 
 61.4
品揃え改善 
 35.1
売れ筋商品を取り扱う 
 21.1

経費節減 
 56.1
品揃え改善 
 33.3
宣伝・広告強化 
 22.8

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月

●指標の推移状況（ＤＩ値）

●業況判断

小 売 業

予想

2023/7～9月予想2023/4～6月2022/10～12月 2023/1～3月2022/7～9月2022/4～6月

減少

増加

DI値

▲61.4▲63.8

（▲47.4）

▲61.4

（▲38.6）

（▲59.6）

14.0
22.8

▲70.2

10.5

（▲40.4）

（▲71.4）

5.4

▲76.8

▲54.4
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14.0

（▲58.6）
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業況判断
▲ 59.6

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

▲ 26.3

▲ 31.6

▲ 38.6

●業況判断DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）
カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕

●主要指標 DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

設備の水準
▲ 15.8

15.8%
設備投資した企業割合 設備投資予定のある企業割合

8.8%

カッコ内は前回調査時予想
●設備投資 DI（「過剰」－「不足」社数構成比、％）

（▲17.5）
▲  5.3

（▲33.3）
▲ 22.8

（▲36.8）
▲ 28.1（▲26.3）

（▲ 43.9）

▲ 16.1

▲ 71.4

▲ 17.5

▲ 38.6

▲ 10.3 ▲ 19.3

▲ 58.6 ▲ 40.4 ▲ 47.4
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▲ 27.6

▲ 37.9

▲ 32.8

▲ 17.5
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▲ 35.1
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▲ 36.8

▲ 28.6

▲ 42.9

▲ 33.9
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2023/4～6月 2023/7～9月予想2022/10～12月 2023/1～3月2022/4～6月 2022/7～9月

2022/7～9月 2022/10～12月
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●指標の推移状況（ＤＩ値）

●業況判断

サービス業
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業況判断
▲ 23.9

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

▲ 19.6

▲ 17.4

▲ 10.9

●業況判断 DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）
カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕

●主要指標 DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

設備の水準
▲ 19.6

28.3%
設備投資した企業割合 設備投資予定のある企業割合

34.8%

カッコ内は前回調査時予想
●設備投資 DI（「過剰」－「不足」社数構成比、％）

（▲ 20.8）

（▲ 20.8）

▲ 29.8

▲ 8.3

▲ 2.1

▲ 10.6

▲ 12.8

▲ 18.8▲ 25.5

2.1

▲ 18.8

▲ 10.4

10.6

17.0

▲ 10.6

▲ 23.9▲ 17.0

▲ 29.2

▲ 22.9

▲ 20.8

（▲12.5）
▲ 15.2

（▲12.5）
▲ 17.4

（▲12.5）
▲ 10.9

▲ 19.6▲ 18.8 ▲ 14.9 ▲ 16.7

2023/4～6月 2023/7～9月予想2022/10～12月 2023/4～6月 2023/7～9月予想2023/1～3月2022/4～6月 2023/1～3月2022/4～6月2022/7～9月

2023/4～6月 2023/7～9月予想2023/1～3月2022/4～6月

2022/7～9月 2022/10～12月

2022/10～12月2022/7～9月

　今期の業況判断ＤＩは▲19.6となり前期から2.9ポイント悪化となっております。
　主要指標ＤＩは、売上額が▲15.2（前期比14ポイント良化）、収益が▲17.4（同5.5ポイント良化）、資金繰りが▲
10.9（同9.9ポイント改善）となり、売上額・収益・資金繰りがいずれもマイナス圏内ではあるものの大きく改善しまし
た。また、今期設備投資をした企業は28.3％となり、前期比2.9ポイント減少しました。
　来期の予想ＤＩは、売上額が4.4ポイント悪化の▲19.6、収益が変動予想なしの▲17.4、資金繰りも変動予想なしの▲
10.9となり、減収増益にて推移すると予想されています。また、業況判断予想ＤＩは4.3ポイント減少の▲23.9となりま
した。

（単位：％、複数回答）●経営上の問題点
順
位

1

2

3

1

2

3

（単位：％、複数回答）●当面の重点経営施策
順
位

売上の停滞・減少 
54.2

材料価格の上昇 
 50.0
人手不足 
 31.3

材料価格の上昇 
47.8

売上の停滞・減少 
 43.5
人手不足 
 39.1

経費節減 
 69.6
人材の確保 
 37.0
販路の拡大 
 34.8

経費節減 
 72.9
人材の確保 
 33.3
販路の拡大 
 31.3

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月
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●指標の推移状況（ＤＩ値）

●業況判断

建 設 業
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業況判断

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

▲ 26.0

▲ 28.0

▲ 14.0

●業況判断 DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）
カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕

●主要指標 DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

設備の水準
0.0

▲ 28.0

34.0%
設備投資した企業割合 設備投資予定のある企業割合

20.0%

カッコ内は前回調査時予想
●設備投資 DI（「過剰」－「不足」社数構成比、％）

（▲22.0）
▲ 20.0

（▲34.0）
▲ 34.0

（▲18.0）
▲ 20.0（▲  4.0）

（▲ 34.0）

▲  4.0

▲ 20.0 ▲  6.0

▲ 20.0

▲  8.0

▲ 32.0▲ 18.0 ▲ 16.0 ▲ 20.0

▲  2.0 ▲  2.0▲  4.0 ▲ 14.0

▲  6.0

▲ 22.0

▲ 12.0

▲ 6.0

▲ 24.0

▲ 20.0

▲ 14.0

▲ 28.0

▲ 20.0

2023/4～6月 2023/7～9月予想2022/10～12月 2023/4～6月 2023/7～9月予想2023/1～3月2022/4～6月 2023/1～3月2022/4～6月2022/7～9月

2023/4～6月 2023/7～9月予想2023/1～3月2022/4～6月

2022/7～9月 2022/10～12月

2022/10～12月2022/7～9月

　今期の業況判断ＤＩは▲32.0となり前期比12.0ポイント悪化しました。
　主要指標ＤＩは、売上額が▲20.0（前期比6.0ポイント悪化）、収益が▲34.0（前期比6.0ポイント悪化）、資金繰りが▲20.0（前
期比変わらず）となり、売上と収益が悪化しました。また、今期設備投資をした企業は34％となり6.0ポイント減少しました。
　来期の予想ＤＩは、売上額は6.0ポイント悪化の▲26.0、収益は6.0ポイント良化の▲28.0、資金繰りは6ポイント良化の▲
20.0となり、主要指数では増収減益の予想となっております。また、業況判断予想ＤＩは4.0ポイント良化の▲28.0となり、
来期の業況は若干の上向きが予想されます。

（単位：％、複数回答）●経営上の問題点
順
位

1

2

3

1

2

3

（単位：％、複数回答）●当面の重点経営施策
順
位

材料価格の上昇 
 64.0
売上停滞・減少 
 38.0
利幅の縮小 
 34.0

材料価格の上昇 
 72.0
人手不足 
 38.0
売上停滞・減少 
 36.0

技術力の強化 
 50.0
経費削減 
 42.0
人材の確保 
 34.0

技術力の強化 
 54.0
経費削減 
 50.0
人材の確保 
 38.0

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月

2023年
4月～6月

2023年
1月～3月
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経　　済　　指　　標

福 島 県 東 北
2022年  4 月
　　　 5 　
　　　 6 　
　　　 7 　
　　　 8 　
　　　 9 　
　　　 10 　
　　　 11 　
　　　 12 　
2023年 1 月
　　　 2 　
　　　 3 　
　　　 4 　

全 国
84.2
79.7
90.3
90.7
83.6
97.6
93.6
94.9
95.8
88.9
85.7
97.0
87.0

97.5
92.8

104.0
105.0
101.9
117.3
102.4
109.6
106.6
95.1
98.5

113.9
99.1

103.3
92.8

108.3
107.9
100.8
112.1
105.4
108.6
107.6
94.0

100.8
117.2
102.6

平成27年（2015年）＝100.0

鉱工業生産指数（生産）

（資料：県統計課産業統計）

鉱工業生産指数の動き

2
0
2
3・4

2
0
2
3・3

2
0
2
3・2

2
0
2
3・１

2
0
2
2・12

2
0
2
2・11

2
0
2
2・10

2
0
2
2・9

2
0
2
2・8

2
0
2
2・7

2
0
2
2・6

2
0
2
2・5

2
0
2
2・4

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

東北

福島県

全国

二本松市 安 達 郡
（大玉村） 合 　 計

11
10
18
27
14
19
25
12
35
13
22
27
9

本 宮 市
27
17
26
10
16
17
36
38
21
9

11
9

12

2022年 4 月
　　　 5 　
　　　 6 　
　　　 7 　
　　　 8 　
　　　 9 　
　　　 10 　
　　　 11 　
　　　 12 　
2023年 1 月
　　　 2 　
　　　 3 　
　　　 4 　

5
4
4
1
3
7
2
3
3
8
5

12
10

43
31
48
38
33
43
63
53
59
30
38
48
31

（単位：戸）
安達地方新設住宅着工戸数

（資料：県土木部建築指導課）
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福島県
前年比％

4,074
4,878
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4,429
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5,736
4,839
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6,224
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5,358
5,037

84.5%
89.8%
90.3%
94.4%

125.3%
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101.8%
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118.2%
123.6%

台　数
全国

前年比％
261,431
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290,041
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81.9%
89.7%
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90.7%
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116.7%
125.0%

新車登録台数（乗用車・トラック・バス・軽自動車含む）
（単位：台、％）

（資料：（一社）日本自動車販売協会連合会（福島県支部））
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百万円 前年同月比
福 島 県

2.2 
-0.7 
-0.5 
1.4 
-1.1 
-1.4 
1.0 
0.1 
2.2 
1.0 
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2022年 4 月
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　　 12 

2023年 1 月
　　 2 
　　 3 
　　 4 

22,288
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23,720
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22,322
29,019
23,745
21,160
23,612
23,011

十億円 前年同月比
全 国

4.6 
9.1 
1.9 
3.3 
4.3 
4.7 
4.9 
3.0 
4.1 
5.5 
5.2 
3.6 
5.2 

1,624
1,680
1,673
1,770
1,677
1,629
1,732
1,759
2,226
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1,582
1,766
1,709

百万円 前年同月比
東 北
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1.9 
4.6 
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105,306
112,465
113,555
102,946
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107,233
137,240
111,899
100,151
111,209
108,865

（単位：百万円、％）  （単位：十億円、％）
福島県大型小売店販売額

（資料：東北経済産業局）

（％） 大型小売店販売額（前年同月比伸び率）
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二本松市・本宮市・大玉村の世帯数・人口調べ
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まつしん景況レポート特別調査
「アフターコロナと中小企業」
問１�　賃上げ、もしくは一時金の支給を実施しましたか。賃上げをした方は、その原資について１～４から、一時金の支給を
した方は、その原資について６～９の中からお答えください。

【　賃上げの原資　】 製造業 小売業 サービス業 建設業 全　体

販売価格の引き上げ 11.9% 0.0% 7.6% 6.0% 6.5%
経費の節減 8.5% 6.7% 8.7% 8.0% 8.0%
内部留保の取り崩し 10.2% 2.9% 4.3% 12.0% 7.5%
その他 0.0% 1.9% 0.0% 6.0% 1.9%
賃上げはしていない 19.5% 33.7% 29.3% 18.0% 24.9%

【　一時金支給の原資　】 製造業 小売業 サービス業 建設業 全　体

販売価格の引き上げ 3.4% 1.0% 1.1% 2.0% 1.9%
経費の節減 4.2% 1.9% 3.3% 3.0% 3.1%
内部留保の取り崩し 5.1% 1.0% 16.3% 7.0% 7.0%
その他 0.8% 1.0% 29.3% 4.0% 8.0%
一時金は支給していない 36.4% 50.0% 0.0% 34.0% 31.2%

問２　昨今の原材料・仕入価格・エネルギー価格の上昇分相当を、販売価格に転嫁（上乗せ、値上げ）できていますか。

【　原材料・仕入価格　】 製造業 小売業 サービス業 建設業 全　体

全て転嫁できている 3.4% 0.0% 1.1% 0.0% 1.2%
ほぼ転嫁できている 16.1% 14.4% 6.5% 12.5% 12.7%
やや転嫁できている 16.1% 19.8% 18.5% 19.8% 18.5%
転嫁できていない 14.4% 14.4% 23.9% 16.7% 17.0%

【　電力・エネルギー価格　】 製造業 小売業 サービス業 建設業 全　体

全て転嫁できている 1.7% 1.8% 1.1% 2.1% 1.7%
ほぼ転嫁できている 1.7% 4.5% 3.3% 5.2% 3.6%
やや転嫁できている 22.0% 12.6% 16.3% 19.8% 17.7%
転嫁できていない 24.6% 32.4% 29.3% 24.0% 27.6%

問３�　新型コロナウイルス感染拡大から３年が経過しましたが、売上について、感染拡大前（およそ３年前）と比べ、どの
程度となっていますか。

【　コロナ禍前との売上比較　】 製造業 小売業 サービス業 建設業 全　体

大幅増加（201％以上） 0.0% 0.0% 2.2% 0.0% 0.5%
増加（151％～200％） 1.7% 1.8% 0.0% 6.3% 2.4%
やや増加（111％～150％） 27.1% 10.5% 15.2% 16.7% 17.6%
ほぼ変わらない（90％～110％） 20.3% 21.1% 41.3% 39.6% 29.5%
やや減少（71％～89％） 30.5% 43.9% 28.3% 14.6% 30.0%
減少（51％～70％） 18.6% 19.3% 8.7% 22.9% 17.6%
大幅減少（50％以下） 1.7% 3.5% 4.3% 0.0% 2.4%

問４�　貴社では、３～５年後に向けて、現在の事業をどのように展開していきたいとお考えですか。

【　今後の事業展開　】 製造業 小売業 サービス業 建設業 全　体

現在の事業を、現状のまま継続したい。 40.7% 40.4% 65.2% 50.0% 48.1%
新しい販路・市場を開拓したい。 30.5% 19.3% 15.2% 20.8% 21.9%
新しい製品・商品・サービスを開発したい。 15.3% 15.8% 10.9% 2.1% 11.4%
全く異なる事業を手がけたい。 6.8% 1.8% 0.0% 6.3% 3.8%
事業は縮小・撤退する。 3.4% 8.8% 2.2% 4.2% 4.8%
特に考えていない（わからない）。 3.4% 14.0% 6.5% 16.7% 10.0%

問５�　貴社では、人材確保のための職場環境改善へ向けて実施していることはありますか。

【　人材確保への経営努力　】 製造業 小売業 サービス業 建設業 全　体

賃上げ等、待遇面の改善 31.0% 24.4% 23.5% 28.7% 27.3%
ワークライフバランスの充実（長時間労働是正等） 13.3% 7.7% 11.1% 10.6% 10.9%
テレワーク等、IT化の推進 0.9% 1.3% 2.5% 5.3% 2.5%
人事管理（評価、処遇）の適正化 8.8% 3.8% 8.6% 8.5% 7.7%
非正規雇用の処遇改善 2.7% 0.0% 3.7% 2.1% 2.2%
高齢者の就業推進 10.6% 9.0% 9.9% 14.9% 11.2%
女性が活躍しやすい環境整備 7.1% 5.1% 7.4% 4.3% 6.0%
外国人人材の活用 2.7% 1.3% 3.7% 3.2% 2.7%
子育て、介護との両立 9.7% 3.8% 6.2% 5.3% 6.6%
特にない 13.3% 43.6% 23.5% 17.0% 23.0%
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問５．貴社では、人材確保のための職場環境改善へ
　　　 向けて実施していることはありますか。

問1．賃上げ、もしくは一時金の支給を実施しましたか。
　     賃上げをした方は、その原資について１～４から、
　     一時金の支給をした方は、その原資について６～
　     ９の中からお答えください。

問2．昨今の原材料・仕入価格・エネルギー価格の
　　　上昇分相当を、販売価格に転嫁（上乗せ、
　　　値上げ）できていますか。

やや増加
（111％～150％）

17.6%

ほぼ変わらない
（90％～110％）

29.5%

やや減少
（71％～89％）

30.0%

減少
（51％～70％）

17.6%

大幅増加（201％以上）
0.5%

増加（151％～200％）
2.4%

【　コロナ禍前との売上比較　】

【　賃上げの原資　】

問3．新型コロナウイルス感染拡大から３年が経過しましたが、
　     売上について、感染拡大前（およそ３年前）と比べ、
　     どの程度となっていますか。

【　人材確保への経営努力　】

販売価格の引き上げ
1.9% 経費の節減

3.1%
内部留保の
取り崩し
7.0%

その他
8.0%

一時金は支給
していない
31.2%

【　一時金の原資　】

全て転嫁できている
1.2%

ほぼ転嫁できている
12.7%

やや転嫁できている
18.5%

転嫁できていない
17.0%

【　原材料・仕入価格上昇分の転嫁　】

全て転嫁できている
1.7%

ほぼ転嫁できている
3.6%

やや転嫁できている
17.7%

転嫁できていない
27.6%

【　電力・エネルギーコスト上昇分の転嫁　】

大幅減少（50％以下）
2.4%

現在の事業を、
現状のまま
継続したい。
48.1%

新しい販路・市場を
開拓したい。
21.9%

新しい製品・商品・
サービスを開発したい。

11.4%

全く異なる事業を
手がけたい。
3.8%

【　今後の事業展開　】

問4．貴社では、３～５年後に向けて、現在の事業を
　     どのように展開していきたいとお考えですか。

事業は縮小・撤退する。
4.8%

特に考えていない
（わからない）

10.0%
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